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親
の
在

り
方
12
立
早

滝
沢
弥
平
次
選
修

第
一
章
良
い
親
は
、
わ
か
り
切

っ
た
事
を
子
供
に
く
ど
く
ど
し
く
申

し
ま
せ
ん
。
あ
っ
さ
り
か
た
す
け
て

育
て
ま
す
。
良
い
親
は
子
供
の
た
め

に
明
朗
性
を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
二
章
良
い
親
は
優
し
い
母
の

態
度
の
上
に
厳
か
な
父
性
の
尊
重
を

忘
れ
ま
せ
ん
。
良
い
親
は
子
供
の
育

成
に
厳
か
な
父
性
を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
三
章
良
い
親
は
子
供
を
叱
っ

て
心
を
縮
め
る
よ
り
も
ほ
め
て
子
供

の
力
を
引
伸
し
て
や
る
こ
と
を
忘
れ

ま
せ
ん
。
良
い
親
は
子
供
を
賞
讃
す

る
事
を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
四
章
　
良
い
親
は
子
供
を
躾
け

る
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
事
よ
り

も
、
自
分
の
修
養
は
、
如
何
に
な
っ

て
い
る
か
を
反
省
し
ま
す
。
良
い
親

は
言
葉
で
躾
け
る
よ
り
も
親
の
行
為

と
態
度
で
躾
け
る
事
を
忘
れ
ま
せ

ん
。
良
い
親
は
自
ら
の
修
養
を
尊
重

し
ま
す
。

　
第
五
章
良
い
親
は
子
供
に
知
識

を
詰
め
こ
も
う
与
え
よ
う
と
し
な
い

で
子
供
の
知
性
を
伸
し
て
や
る
こ
と

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
親
の
多
く

は
、
子
供
に
命
令
、
禁
止
、
訓
戒
を

与
え
過
ぎ
ま
し
た
。
良
い
親
は
、
子

供
の
自
発
性
を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
六
章
良
い
親
は
子
供
を
自
分

よ
り
つ
ま
ら
ん
者
と
は
見
な
い
で
、

自
分
よ
り
偉
い
点
を
よ
く
見
抜
き
ま

す
。
良
い
親
は
子
供
の
長
所
、
美
点

を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
七
章
　
良
い
親
は
、
子
供
の
行

為
を
誤
っ
て
判
断
し
ま
せ
ん
。
深
く
・

子
供
の
気
持
を
考
て
判
断
し
ま
す
。

良
い
親
は
子
供
の
行
為
の
動
機
を
尊

重
し
ま
す
。

　
第
八
章
　
良
い
親
は
子
供
と
い
う

も
の
を
同
一
の
も
の
と
は
見
て
お
り

ま
せ
ん
。
子
供
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

心
を
変
え
て
接
す
る
こ
と
を
忘
れ
ま

せ
ん
。
良
い
親
は
子
供
の
個
性
を
尊

重
し
ま
す
。

　
第
九
章
　
良
い
親
は
、
子
供
を
自

分
と
同
じ
地
位
に
置
い
て
嘱
嘩
な
ど

致
し
ま
せ
ん
。
心
の
中
に
ゆ
と
り
と

は
ぱ
を
も
っ
て
子
供
を
迎
え
ま
す
。

良
い
親
は
子
供
の
児
童
性
を
尊
重
し

ま
す
。

　
第
十
章
　
良
い
親
は
、
子
供
を
自

　
　
　
　
7
3
昌
冨
＝
雪
畠
3
▼
a
＝
・
監
二
一
3
言
！

分
の
私
有
物
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
心

の
う
ち
で
拝
ん
で
い
ま
す
。
子
供
は

社
会
の
子
で
あ
り
親
は
社
会
の
親
で

あ
る
事
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
良
い
親
は

子
供
の
社
会
性
を
尊
重
し
ま
す
。

　
第
十
一
章
　
良
い
親
は
子
供
を
人

．
間
と
し
て
見
て
い
ま
す
。
人
間
性
豊

か
に
育
て
る
事
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
良

い
親
は
子
供
の
人
問
性
を
尊
重
し
ま

す
。

　
第
十
二
章
良
い
親
は
子
供
の
幸

福
は
健
康
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

心
身
を
健
康
に
育
て
る
事
を
忘
れ
ま

せ
ん
。
良
い
親
は
子
供
の
健
康
性
を

尊
重
し
ま
す
。

（
本
稿
は
、
去
る
九
月
四
日
、
五
日

に
青
少
年
問
題
対
策
協
議
会
講
演
会

の
講
師
と
し
て
お
ま
ね
き
し
た
滝
沢

先
生
の
親
の
あ
り
方
に
関
す
る
信
条

と
し
て
世
の
親
た
ち
に
お
く
る
．
葺
葉

で
あ
り
ま
す
。
）

田
沢
中
学
校

　
　
　
校
舎
増
築
工
事
着
工

「
台
風
と
税
金
に

　
田
沢
中
学
校
で
は
、
昨
年
度
、
高

一一
道
山
分
校
及
び
一
部
学
区
変
更
に
よ

る
西
方
、
西
田
尻
、
小
出
各
地
区
の

田
沢
本
校
へ
の
統
合
に
よ
る
生
徒
の

急
増
に
備
え
、
屋
体
の
建
設
及
び
普

通
教
室
、
特
別
教
室
の
建
設
を
計
画

一中
の
と
こ
ろ
、
本
年
度
と
り
あ
え
す

普
通
教
室
、
四
教
室
を
増
築
す
る
こ

畠
㍗
高
7
三
零
≡
＝
・
ム
ロ
7
藍
ニ
ニ
一
…
ζ
盈
マ
畠
顧
＝

　
　
　
　
つ
い
て
」

　
今
年
も
大
小
幾
つ
か
の
台
風
や
集

中
豪
雨
で
各
地
に
多
大
の
彼
害
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
国
税
庁

で
は
早
速
こ
の
被
災
者
に
た
い
し
て

所
得
税
の
減
額
承
認
申
講
書
の
提
出

期
限
を
延
長
し
た
り
、
第
一
期
の
納

期
限
を
延
す
等
、
そ
の
救
済
に
努
め

て
い
ま
す
。

昌
二
容
＝
。

九
月
は
又
台
風
の
ン
ー
ズ
ン
に
入

っ
て
お
り
運
悪
く
災
害
を
受
け
た
場

合
税
金
は
ど
う
な
る
か
等
、
色
女
と

心
配
さ
れ
る
こ
と
＼
思
わ
れ
ま
す
の

で
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
の
救
済
手

続
を
次
に
別
記
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
住
宅
、
家
財
の
損
害
が
そ
の
財
産

と
に
な
り
、
去
る
七
月
十
九
日
、
役

場
に
於
い
て
四
業
者
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
長
岡

市
の
三
高
土
木
に
五
百
八
士
五
万
円

で
落
札
し
た
。
工
事
着
工
は
七
月
二

十
二
日
、
完
工
十
一
月
十
日
。

　
建
物
の
内
容
は
、
普
通
教
、
室
四
教

室
、
架
間
五
間
半
×
桁
行
十
二
間
半

ニ
の
ぱ
ア
ゑ
マ
ニ
ニ
ヨ
じ
き
ヲ
ム
ビ
ニ
ニ
ヲ

の
価
額
の
半
分
以
上
に
及
ぶ
場
合
で

（
本
年
度
分
の
所
得
を
除
く
）
の
台

計
額
が
一
二
〇
万
以
下
の
と
き
は

「
災
害
減
免
法
」
に
よ
る
滅
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
ま
た
住
宅
、
家
財
、
事
業
用
の
固

定
資
産
に
受
け
た
損
害
額
が
一
年
閲

の
所
得
金
額
の
一
割
以
上
に
及
ぶ
と

き
は
そ
の
一
割
を
超
え
る
金
額
を
所

得
税
法
に
よ
る
「
雑
損
控
除
」
と
し

て
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

一
階
が
六
十
八
・
七
五
坪
、
二
階
六

十
八
・
七
五
坪
、
中
三
階
五
坪
、
計

延
一
四
二
・
五
坪
、
教
室
は
四
間
×

五
間
、
廊
下
は
九
尺
で
あ
る
。

　
な
お
明
年
度
、
予
定
さ
れ
る
屋
体

の
建
築
ま
で
現
在
の
屋
体
と
増
築
校

舎
と
の
間
（
八
間
半
×
七
尺
）
に
仮

設
の
渡
り
廊
下
（
十
坪
半
）
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
請
負
に
付
し
た
延
総

坪
数
は
一
五
三
坪
で
あ
る
。

　
な
お
右
建
築
費
の
ほ
か
整
地
費
、

設
計
費
、
事
務
費
、
そ
れ
に
敷
地
買

収
費
（
七
三
四
・
三
五
坪
）
等
を
加

え
れ
ぱ
本
年
度
の
総
事
業
費
は
八
．
自

六
十
万
円
に
の
ぽ
る
予
定
で
あ
る
。

と
マ
秋
の
た
．
へ
も

　
　
の
の
注
立
思

きのこの中毒を防ぎましよう
　
毒
き
の
こ
の
誤
食
に
よ

る
食
中
毒
は
、
毎
年
九
月

下
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
か

け
て
五
～
六
件
の
発
生
が

あ
り
（
県
下
に
於
）
し
か

も
そ
の
強
い
毒
性
の
た
め

に
数
人
の
死
者
が
出
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
き
の
こ

　
の
季
節
を
迎
え
こ
の
よ
う

な
恐
し
い
き
の
こ
中
毒
を

繰
返
さ
な
い
よ
う
、
み
ん

　
な
で
次
の
点
に
注
意
し
ま

一
し
よ
，
つ
。

0
知
ら
な
い
き
の
こ
は
食
べ
な
い
こ

　
と

②
「
業
が
縦
に
さ
け
る
」
と
か
「
銀

　
の
針
を
さ
す
と
黒
く
な
る
」
と
云

　
う
よ
う
な
迷
信
を
過
信
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と

①
オ
オ
ワ
ラ
イ
タ
ケ
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ

　
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
、
シ
ロ
タ
マ
ゴ
テ

　
ン
グ
タ
ケ
、
ド
ク
サ
サ
ゴ
、
一
本

　
シ
メ
ジ
等
の
誤
食
さ
れ
易
い
毒
き

　
の
こ
の
形
、
色
、
発
生
場
所
等
の

　
知
識
を
得
る
こ
と
。
と
く
に
、
つ

　
ぱ
、
つ
ぼ
の
あ
る
テ
ン
グ
タ
ケ
属

　
の
き
の
に
は
猛
毒
で
あ
る
の
で
注

　
意
す
’
る
｝
し
と

④
そ
の
他
、
鮮
度
の
悪
い
も
の
、
虫

　
蝕
の
あ
る
も
の
な
ど
は
食
べ
な
い

　
こ
と

｝
ま
だ
に
相
当
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で

薦
ま
す
の
で
本
婁
内
の
各
地

憂
造
防
止
の
繁
書
い
た
鰹

　一
を
建
て
防
止
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま

一
し
た
。
法
に
ふ
れ
、
家
庭
を
暗
く
す

一

酒
類
の
密
造
は
や

め
ま
し
よ
・
つ

　
当
署
管
内
の
酒
類
密
造
は
年
女
減

少
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
が
い

9
、

蝶
⑭
も

い
つ
も
方
向
を
教
え

安
心
を
与
え
て
く
れ
る

灯
ハ
・
の
灯

1
ー
公
民
舘
は

る
密
造
酒
は
や
め
ま
し
よ
う
。
そ
れ

か
ら
ブ
ド
ウ
の
実
で
酒
を
つ
く
る
こ

と
も
ど
ぶ
ろ
く
同
様
禁
止
さ
れ
て
。
い

ま
す
の
で
御
注
意
願
い
ま
す
。

　
　
ひ
ろ
い
も
の

　
去
る
二
十
五
日
午
前
、
山
崎
林
屋

さ
ん
前
で
女
用
の
レ
ザ
ー
の
サ
イ
フ

を
ひ
ろ
い
警
察
に
と
ど
け
て
あ
り
ま

す
。
落
し
た
方
は
駐
在
所
に
団
出
下

さ
い
。

公
民
舘
は

　
　
　
　
灯
ム
・
の
灯

郷
土
の
灯
台
の
灯
で
あ
り
た
い
ー

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

あ
な
た
の
流
し
た
汁
が

幾
万
人
か
の
利
益
を
保
証
す
る
よ
う

にあ
な
た
の
幸
福
も

幾
万
人
か
の
汗
に
支
え
ら
れ
て
い
る

1
公
民
舘
は

そ
う
し
た
生
き
た
社
会
を
教
え
る
も

の
で
あ
り
た
い
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
を
継
ぎ
歴
史
を
創
る
の
も
わ
れ

らわ
が
世
代
を
し
て
新
し
い
美
と
真
理

を愛
す
る
郷
土
に
加
え
し
め
よ
う
／

公
民
舘
は
克
明
に
郷
土
を
究
め

そ
の
上
に
新
し
い
郷
土
を
探
究
す
る

そ
し
て
そ
れ
は

恨
り
な
い
人
と
社
会
へ
の
愛
情
に
よ

つ
て
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藁
一
鮭

過
去
四
ケ
年
に
お
け
る

　
　
　
村
行
政
と
今
後
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
．
長
高
橋
幸
作

参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
〉
し
村
民
の
皆
さ
ん
と
等
し
く

そ
の
実
現
を
望
み
努
力
を
続
け
て
来

ま
し
た
中
部
大
同
合
併
の
問
題
が
、

未
だ
に
実
を
結
ぶ
に
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
と
同
時

に
地
方
公
共
団
体
相
互
に
お
け
る
最

高
議
決
機
関
並
び
に
執
行
機
関
が
相

提
携
し
て
調
定
さ
れ
た
、
こ
の
間
題

が
、
実
際
に
お
い
て
執
行
の
段
階
に

い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

両
村
住
民
に
一
つ
の
疑
間
と
今
後
に

お
け
る
村
行
政
の
将
来
に
不
可
思
議

の
念
を
抱
か
せ
る
に
至
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

以
下
順
を
追
っ
て
経
過
の
概
．
要
を
申

，
調
ぬ発行所

中里村公民舘
［
了
　
一
）
　
8

3
　
Q
1
　
6

ろ
　
　
　
ヨ

4。

生
免

男
女
計

現
低
人

　
私
が
皆
さ
ん
の
御
指
名
に
よ
り
、

村
長
の
要
職
に
つ
か
せ
て
頂
い
て
か

ら
、
早
く
も
四
ヵ
年
の
才
月
は
流
れ

去
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
皆
さ
ん
の
暖
か
い
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
大
過
な

く
そ
の
職
務
を
執
行
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
感
謝
申
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
前
村
長
故
渡
辺
利
三
氏
の
後
を
受

け
、
氏
の
高
遊
な
る
理
想
を
踏
襲
し

た
と
は
い
う
も
の
＼
、
そ
の
結
果
に

口世帯数L665

に
続
い
て
翌
三
十
一
年
四
月
津
南
町

と
の
一
部
境
界
変
．
史
、
更
に
同
年
九

月
貝
野
村
の
一
部
合
併
と
、
県
の
試

案
に
基
く
合
併
は
徐
六
に
進
行
し
最

後
の
水
沢
村
と
の
合
併
を
も
っ
て
中

部
の
大
同
合
併
は
完
結
す
る
段
階
と

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
は
じ
め

に
申
し
上
げ
た
通
り
、
最
後
の
段
階

に
お
い
て
今
尚
実
現
の
域
に
達
し
得

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
然
し
な
が
ら
、
新
町
村
建
設
に
対

す
る
、
各
種
建
設
的
事
業
は
そ
の
許

画
に
基
き
順
調
な
進
歩
を
見
せ
、
つ

ぎ
に
述
べ
る
財
政
の
動
向
に
よ
り
御

了
承
頂
け
る
こ
と
＼
存
じ
ま
す
。

　
村
財
政
経
理
の
概
要

　
行
政
規
模
の
拡
大
と
＼
も
に
財
政

の
動
き
も
大
き
く

▽
昭
和
三
十
年
度

才
入
二
九
、
七
五
七
千
円

才
出
二
八
、
〇
三
四
千
円

翌
年
度
繰
越
額
　
一
、
七
二
三
千
円

才
　
　
入
　
　
五
西
、
〇
二
〇
千
円

才
　
　
出
　
　
、
五
二
、
八
一
八
千
円

翌
年
度
繰
越
額
　
一
、
二
〇
二
千
円

単
年
度
赤
字
額
　
　
　
　
一
二
六
千
円

を
踏
襲
い
た
し
ま
し
て
、
昭
和
三
十

三
年
度
よ
り
前
村
．
長
の
理
想
と
新
た

な
る
構
想
の
基
に
、
村
財
政
の
効
率

的
運
営
に
努
め
、
箏
勲
．
奉
に
伴
う
特
定

財
源
が
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
来
た
と

と
も
に
、
諸
制
皮
の
改
．
止
等
と
相
傑

っ
て
一
般
財
源
も
徐
汝
に
進
行
さ
れ

て
参
り
ま
し
た
。
従
っ
て

▽
昭
和
三
±
二
年
皮

才
　
　
入
　
　
五
九
、
八
八
三
千
円

才
　
　
出
　
　
五
七
、
四
一
九
千
円

翌
年
度
繰
越
額
　
二
、
四
六
六
千
円

単
年
度
黒
字
額
　
一
、
二
六
二
千
円

▽
昭
和
三
十
四
年
度

才
　
　
入
　
　
七
七
、
二
八
四
千
円

才
出
ヒ
四
、
四
七
二
千
円

層
．
．
年
度
繰
越
額
二
、
八
一
二
千
円

単
年
度
黒
字
額
　
　
　
三
四
八
千
円

▽
昭
和
三
十
五
年
．
皮

才
入
一
〇
一
、
三
二
千
円

才
　
　
出
　
　
九
八
、
二
一
千
円

翌
年
度
繰
越
額
　
三
、
二
〇
〇
千
円

単
年
度
甲
、
紬
字
額
　
　
　
三
八
八
千
円

と
な
り
、
国
塚
的
経
済
伸
、
長
に
つ
れ

　
て
才
入
総
額
は
実
に
一
億
円
を
突
破

す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
そ
の
財
．
源

　
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
般
財
源
、

特
寵
噂
財
源
は
四
、
男
　
九
一
三
千
円
と

な
り
、
才
入
の
四
五
・
五
ポ
7・
を
占
め

補
助
事
業
に
伴
う
建
設
事
業
に
投
資

さ
れ
た
諸
経
費
が
、
村
財
政
運
営
の

上
に
お
い
て
如
何
に
大
き
い
か
V
考

え
ら
れ
て
参
り
ま
す
。

　
か
＼
る
財
政
奥
情
の
伸
長
に
伴
う

経
費
の
配
分
は
、
投
資
的
、
消
費
的

に
四
対
六
の
均
衡
を
保
ち
つ
＼
運
営

さ
れ
、
同
一
規
模
町
村
に
お
け
る
平

均
．
額
を
大
き
く
引
き
は
な
し
て
参
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
執
行
の
状
況

一
、
昭
和
三
十
三
年
度
箏
業

貝
野
小
学
校
屋
体
改
築
事
業

高
田
ー
松
之
山
ー
六
日
町
線
改
良
事

業
　
　
　
　
　
　
一
、
五
一
二
八
千
円

小
出
温
泉
道
路
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
五
一
千
円

清
津
峡
橋
架
設
事
業
　
八
九
七
千
円

角
問
－
上
倉
線
道
路
箏
業

　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
二
四
千
円

新
農
村
振
興
那
業
一
、
九
五
八
千
円

県
弟
新
農
村
振
興
環
業

　
　
　
　
　
　
　
二
、
四
〇
〇
千
円

二
、
昭
和
三
十
四
年
度
事
業

田
沢
小
学
校
給
食
施
設
箏
業

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
八
千
円

過
年
度
災
害
復
旧
耕
地
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
、
八
二
三
千
円

東
田
尻
堰
堤
工
事

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
〇
千
円

三
、
昭
和
三
十
五
年
度
事
業

倉
俣
中
学
校
屋
体
新
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
八
、
三
九
五
千
円

田
沢
中
生
徒
寄
宿
舎
新
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
六
、
二
七
七
千
円

田
代
林
道
事
業
　
五
、
八
四
六
千
円

新
屋
敷
林
道
事
業
三
、
七
一
六
千
円

倉
俣
頭
首
工
箏
業
三
、
六
四
四
千
円

東
田
尻
頭
葭
工
事
業

　
　
　
　
　
　
　
六
、
三
七
〇
千
円

干
溝
水
路
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
五
千
円

簡
易
水
道
事
業
一
〇
、
八
九
二
千
円

　
以
上
三
ヵ
年
に
わ
た
る
主
な
る
建

設
要
業
に
つ
い
て
列
挙
い
た
し
ま
し

た
が
、
一
般
財
源
に
お
い
て
は
殆
ん

ど
継
常
的
経
費
に
充
当
さ
れ
、
建
設

的
事
業
面
に
振
り
当
て
る
余
裕
は
先

す
考
え
ら
れ
な
い
。
た
め
に
建
設
事

業
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
特
定
財
．
源
に

待
つ
外
な
く
、
従
っ
て
村
債
に
お
い

て
は
総
借
入
額
三
四
、
〇
七
二
千
円

に
達
し
、
未
償
還
額
三
二
、
〇
七
二

千
円
と
な
る
に
い
た
り
ま
し
た
こ
と

を
申
し
上
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
将

来
に
及
ぼ
す
効
果
を
期
待
い
た
し
ま

し
て
、
お
許
し
を
願
い
た
い
次
．
腸
で

あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
他
の
県
案
事
項

　
村
の
財
政
運
営
の
概
要
に
つ
い
て

始
め
清
津
川
綜
合
開
発
事
業
、
上
，
越

西
線
誘
致
の
間
題
叉
は
、
貝
野
通
路

橋
、
釜
川
橋
永
久
橋
架
設
の
問
．
題
等

各
種
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、

尚
も
そ
の
運
動
を
継
続
し
、
皆
さ
ん

と
共
に
必
す
や
実
現
す
る
の
確
信
を

も
っ
て
あ
た
り
た
い
処
存
で
あ
り
ま

す
。　

　
今
後
の
展
望

＝
、
財
政
構
造

　
村
財
政
、
面
に
お
け
る
今
後
の
展
望

は
全
国
的
な
経
済
伸
長
に
平
行
し
、

九
・
三
％
の
伸
、
長
率
は
及
び
も
つ
か

ハ
な
い
ま
で
も
ヤ
　
　
み
ぱ
の
み
　
ぞ

に
よ
り
着
干
の
伸
長
は
見
込
ま
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
単
作
農
を

主
体
と
す
る
中
里
村
の
財
、
敷
は
税
収

一は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
国
税
三
税

の
増
徴
に
伴
う
地
方
変
付
税
の
増
額

は
当
然
見
込
ま
れ
る
財
源
で
は
あ
り

ま
す
が
、
合
併
特
例
に
ょ
る
期
限
が

今
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、

来
年
度
の
交
付
．
額
は
本
年
度
よ
り
、

　
む
し
ろ
減
額
さ
れ
る
考
算
が
多
い
こ

　
と
、
請
助
事
業
に
つ
い
て
は
物
価
倍

　
増
の
現
状
勢
か
ら
、
国
で
見
る
予
定

一
額
を
大
巾
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
こ
と
＼
同
時
に
、
村
自
体
の
負

　
担
額
が
当
然
と
し
、
増
額
の
見
込
み

　
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
等
を
考
え
ま
す
と
、
今
後
の
村
財
政

く運た念なお
、営財なかい
伸し政こ　つて
才　、のとた何
を最範でと分
鞭大囲あいの
っな内り　う一
て効にまこを
勇　果おすとも
　をいがは実
申挙て　、　、現
上げ如限誠出
げる何らに来
てべにれ残得

し現上
署新寺窪茗
ロ　町　てにほ
＝F　村見基ど
年　の　たくで

青建2留虜
中　設思のり
里　　　　い一一ま
村　　　　ま端せ
の　　　すなん
誕　　　　。どが
生　　　　　申　、

▽単翌才才▽
昭年年　　　　昨
和度度　　　　和
三赤繰出入三十字越　　　　十
二額額　　　　一
年　　　　三三年
度　　　一三四度
　　、　　　　、　　　　、

三三四八
九二九二
四九一〇
千千千千
円円円円

伸和　　交税と
長三五付収レ
を十五税　“た
示二　　、　ll三し
し年三二一ま
て度九四　、し
お　、八　、○て
り総千三八は
ま決　円一〇
す算と八千一
〇を　な千円郵
従上り円　’貝
つ回　　、　、地溺
てる　昭計方
県大阿田　　廉
単中寺代　　　旺
新田林林　　　騙

”農林道道　　堆
村道事事　　埃
振事業業　　ユ
興業　　　　一等
妻　一一二三　、　　　　、　　　　、　　　　、

　二二〇三
○○〇四
○○〇七
千千千千
円円円円

　陳てまは菟情’す以季
　に長が上（7県行年　・申貫
道動皆中し正
士をさ里述莚
一共ん村べ崔線にとのた0
のし共懸と狂
貫てに案こ至
通参運事ろ｝
箋　り動項で’
　まにとあヤ
をし　、しり”

二なは
ノ限　、い大
、時事かし
ぐ法　　とた

一1と　　考好
二1し業え転
面、て　　らは
下・町　　れ望
段1村　　まめ
秘群　究課
くノ促　　　　　の
一、進　　　　で

法　　　　は
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結
核
検
診
終
っ

　
結
核
検
診
の
指
定
を
受
け
如
何
に

し
て
百
パ
ー
セ
ン
ト
完
遂
を
す
る
か

保
健
所
の
助
言
を
得
た
り
係
内
で
も

何
回
か
討
詩
が
な
さ
れ
た
。

　
結
局
今
年
は
期
問
等
の
問
題
も
あ

り
み
ん
な
が
誠
意
を
も
っ
て
一
致
し

て
当
り
対
象
者
の
理
解
と
組
織
の
協

力
の
も
と
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
以
後
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

B
C
G
接
種
と
一
連
の
作
業
を
通
じ

機
運
を
徐
六
に
つ
く
り
嚴
整
的
に
区

長
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

延
日
数
二
十
五
日
を
費
し
八
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
村
内
の
全
計
画
が
完

了
し
ま
し
た
、
こ
の
検
診
に
立
会
っ

て
感
じ
た
こ
と
は

ま
す
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
点

一
、
各
部
落
全
般
に
わ
た
っ
て
全
員

の
意
識
が
目
ざ
め
た
こ
と
と
そ
れ
に

伴
い
協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と

二
、
区
長
、
婦
人
会
、
衛
生
自
治
会

員
の
積
極
的
な
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

三
、
保
健
所
よ
り
検
診
の
機
会
を
多

く
得
た
こ
・
乙

四
、
個
ム
．
廻
知
書
の
発
行
で
検
診
の

義
務
性
を
夏
に
徹
底
出
来
た
こ
と

五
、
P
・
R
（
広
報
活
動
）
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と

次
に
余
り
芳
ぱ
し
く
な
か
っ
た
点

　
一
、
双
方
（
受
検
者
と
被
受
検
者
）

の
時
間
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

二
、
受
付
が
、
長
び
い
て
行
列
を
作
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て
待
た
せ
た
り
し
て
時
聞
的
に
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
て

を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
。
そ
れ
に
伴
い

受
付
事
務
の
簡
素
化
の
必
要
が
あ
る

こ
と

そ
の
他
細
部
に
渡
れ
ば
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
大
体
以
上
の
よ
う
な
こ
と

は
各
地
で
受
け
た
印
象
で
す
。

　
受
殊
．
砂
率
は
各
地
区
と
も
九
十
％
以

上
暑
率
で
特
に
土
倉
は
九
十
八
、

九
％
、
倉
下
は
百
．
％
の
結
果
が
出
ま

し
た
事
は
あ
そ
こ
迄
機
械
を
持
っ
て

上
っ
て
下
さ
っ
た
部
落
の
人
達
の
熱

意
の
あ
ら
わ
れ
と
み
ら
れ
大
変
力
強

く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

　
現
在
の
段
階
で
は
老
衰
の
人
、
病

気
の
人
等
あ
り
百
％
は
ほ
と
ん
ど
望

め
ぬ
の
が
実
情
で
す
が
五
体
の
完
全

な
る
人
達
は
こ
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
機

会
を
逸
す
る
こ
と
は
深
刻
に
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
区
長
、
婦
人
会
、
衛
生
自
治
会
員

を
始
め
と
し
て
全
地
区
の
人
達
の
建

設
的
協
力
で
こ
う
し
た
結
果
が
出
た

こ
と
は
非
常
に
喜
こ
ぱ
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
の
み
に
満
足
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
が
今
年
は
一
応
成

果
が
上
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
今
年
の
失
敗
は
く
り
返
す

こ
と
な
く
十
分
の
反
省
の
上
に
立
っ

て
来
年
の
検
診
に
備
え
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
百
　
日
　
咳

　
　
婦
ン
フ
一
ア
リ
ヤ

　
今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
百
日
咳

と
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
接
種
を
行
う

計
画
で
い
ま
す
が
、
こ
の
病
気
は
共

に
乳
幼
児
を
侵
す
急
性
伝
染
病
で
就

中
、
生
後
半
年
か
ら
二
ヵ
年
位
の
間

の
子
供
が
罹
患
率
も
死
亡
率
も
高
い

こ
と
は
御
承
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

㎜
す
．

一
以
下
魑
を
の
蟹
に
つ
い
て

訴
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
・

一
◎
シ
フ
テ
ギ

　一
　
、
病
．
原
体
は
ジ
フ
テ
リ
ヤ
菌
で
潜
伏

　｝
期
は
晋
通
二
～
五
日
で
も
っ
と
長
い

一こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
菌
に

一
侵
さ
れ
る
場
所
と
し
て
は
咽
頭
、
喉

頼
撚
が
繋
多
く
そ
の
他
黙

に
つ
い
て

膜
等
の
粘
膜
も
侵
れ
舵
状
は
発
熱
、

の
ど
の
痛
み
、
咳
な
ど
が
あ
り
声
が

か
れ
犬
の
吠
え
る
よ
う
な
咳
漕
す
る

鼻
腔
だ
け
が
侵
さ
れ
る
場
合
は
鼻
が

つ
ま
り
血
の
ま
じ
っ
た
鼻
汁
が
出
ま

す
。

◎
百
日
咳
は
百
日
咳
、
恢
菌
の
感
染
に

よ
っ
て
起
る
乳
幼
児
に
多
い
急
性
伝

染
病
で
主
症
状
は
特
有
な
け
い
れ
ん

性
の
激
し
い
咳
で
あ
り
ま
す
。
発
症

は
徐
た
で
経
過
は
長
く
病
気
は
①
カ

タ
ル
期
（
前
馳
期
）
②
け
い
れ
ん
期

　
（
発
作
期
）
③
減
退
期
（
恥
復
期
）

の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
出
き
発
病

し
て
恢
復
ま
で
十
二
週
位
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
対
策
と
し
て
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
何
ん
と
い
っ
て
も
平
素
か
ら

百
日
咳
に
対
し
て
抵
抗
力
を
持
た
せ

て
お
く
こ
と
で
あ
り
こ
れ
に
は
予
防

接
種
が
最
も
有
力
で
あ
る
訳
で
す
。

　
ド
病
ん
で
泣
く
よ
り
先
づ
予
防

一
》
た
ず
ね

一
一
昨
年
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
教

｝
育
委
員
会
に
立
派
賛
の
化
石
を
二

，
個
寄
贈
下
さ
っ
た
方
が
あ
る
の
で
す

峯
∂
6
G
6
0
6

が
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
お
名
前
を
お
き

き
し
な
い
で
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　
甚
だ
恐
入
り
ま
す
が
ハ
ガ
キ
で
も

何
で
も
結
構
で
す
が
寄
贈
者
は
住
所

氏
名
、
ぞ
の
化
石
の
出
土
地
を
教
育

委
員
会
宛
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

幼
月
肋
国
保
、
衛
生

　
　
　
　
　
－
主
な
も
の
ー

◇
国
保

　
1
、
国
保
郡
市
事
務
担
当
者
会
議

　
2
、
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

3
、
妊
婦
検
診

　
4
、
育
児
担
当
者
育
児
講
習

　
5
、
栄
養
改
善
講
習

6
、
滞
納
整
理

　
7
、
三
才
児
検
診

　
8
、
共
同
保
健
計
画

◇
衛
生

　
1
、
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
予
防

　
　
　
接
種

　
2
、
共
同
保
健
計
圃

　
3
、
結
核
精
密
検
診

子
官
が
ん
の
検
重
れ
熊
欝
で
羅
覆

を
了
て
　
　
　
　
　
査
を
要
す
る
人
も
多
く
あ
り
引
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
に
検
査
を
依
顛
し
ま
し
た
の
で

　
八
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
そ
の
結
果
も
出
、
個
女
に
通
知

間
東
京
、
甑
科
歯
科
大
学
の
産
婦
人
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
室
に
委
託
、
村
内
の
三
十
五
才
か
　
　
検
診
を
担
当
さ
れ
た
中
井
先
生
の

欝
顯
難
韮
講
㌍
肘
鰍
講
雛

一
し
た
と
こ
ろ
受
検
者
が
二
百
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
も
の
で
理
想
と
し
て
六
ヵ
月
毎

名
も
あ
り
如
何
に
こ
の
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
検
診
を
う
け
る
こ
と
が
望
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

て
の
関
心
が
高
か
っ
た
か
が
想
像
さ

　
村
と
し
て
も
今
後
継
続
実
施
の
考

え
方
で
お
り
ま
す
の
で
今
回
受
け
た

人
も
受
け
な
い
人
も
毎
年
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
今
年
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
お
出

で
の
方
に
い
ろ
い
ろ
不
都
合
が
多
か

っ
た
の
で
来
る
べ
き
時
は
今
回
の
十

分
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
実
施
い
た

す
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、

ご
容
赦
下
さ
い
。

　
　
◇
早
期
発
見
i
早
期
治
療

【
一
面
よ
り
続
く
】

　
ミ
ミ
ペ
イ

が
制
定
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
適

正
規
模
の
確
立
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
地
方
の
市
町
村
形
態
を
大
き
く

変
革
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
限
時
法
も
建
設
促
進

法
に
切
り
替
え
ら
れ
、
型
造
さ
れ
た

地
方
公
共
団
体
の
質
的
向
上
に
そ
の

指
導
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
政
策

上
当
然
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
農
業

基
本
法
の
制
定
も
そ
の
具
体
法
と
し

て
農
村
の
生
産
向
上
に
よ
り
農
村
経

済
の
振
興
を
図
り
、
他
産
業
に
比
し

非
常
に
低
い
農
業
所
得
を
引
き
上
げ

る
主
旨
か
ら
、
村
と
し
て
も
今
後
各

方
面
か
ら
具
体
的
な
指
導
方
針
に
準

拠
い
た
し
ま
し
て
、
地
勢
的
に
適
用

し
た
方
法
を
立
案
し
執
行
し
て
行
き

た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

三
、
構
造
改
善

　
中
里
村
に
お
け
る
産
業
の
開
発
も

と
う
て
い
こ
れ
ら
の
制
度
を
有
効
適

切
に
活
用
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
地
形
的
に
最
も
適
し
た
政

策
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
立
地
条
件
を

生
か
し
た
方
法
と
し
て
未
開
発
地
域

の
開
発
が
、
主
な
急
務
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
、
皆

さ
ん
と
共
に
研
究
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
広
範
な

面
績
を
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

地
域
的
に
与
え
ら
れ
た
私
ど
も
の
勤

め
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
恵
ま
れ
た
も
の
と

し
て
、
国
立
公
園
と
数
汝
の
景
勝
地

が
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
商
工
業

の
振
興
と
相
侯
っ
て
観
光
事
業
の
推

進
が
、
観
光
地
中
里
村
に
与
え
ら
れ

た
唯
一
の
村
外
貨
導
入
の
道
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
観
光
客
誘
致
の
条

件
と
し
て
交
通
網
の
整
備
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
の
施
設
の
点
も
充
分

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
四
季
を
通
じ
朝
に
夕
に
景
勝
地
に

都
塵
を
洗
う
憩
い
の
場
を
開
発
す
る

こ
と
は
、
景
勝
地
処
在
村
の
住
民
と

し
て
十
分
考
え
て
こ
の
事
業
を
進
め

て
行
き
た
い
処
で
あ
り
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　
以
上
経
過
の
概
要
か
ら
今
後
の
動

向
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
申
し
述
ぺ

て
参
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
御
要
望
に
お
応
え
出
来
な
か
っ
た

数
六
の
仕
事
が
未
だ
残
さ
れ
て
お
り

限
ら
れ
た
財
源
の
う
ち
に
、
ど
う
に

か
御
期
待
に
添
い
得
た
い
事
は
常
に

念
頭
に
あ
り
な
が
ら
思
う
よ
う
に
出

来
な
か
っ
た
こ
と
誠
に
残
念
に
存
じ

て
お
り
ま
す
。
総
て
の
事
業
は
決
し

で
一
朝
一
夕
一
入
の
力
に
よ
り
て
出

来
る
も
の
で
は
な
く
、
村
民
一
丸
と

な
っ
た
協
力
態
勢
に
よ
っ
て
始
め
て

出
来
、
良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ

ん
の
心
か
ら
の
御
協
力
と
御
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
て
結
び
と
い
た
し

ま
す
。
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稲
の

総
仕
上
げ

i
落
水
と
刈
取

　
春
以
来
の
汗
の
結
晶
も
見
ご
と
に

み
の
っ
て
、
い
よ
く
刈
取
を
待
つ

ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
来
具

今
は
い
が
が
で
す
か
。

　
長
い
問
の
努
力
を
、
最
後
に
し
く

じ
る
事
の
な
い
よ
う
、
総
仕
上
げ
を

『
し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
す
、
落
水
と
ウ
ン
カ
、
そ
れ
に

上
手
な
刈
取
で
す
が
、
田
の
水
ば
品

種
に
よ
っ
て
出
ホ
期
が
ま
ち
ま
ち
で

す
か
ら
、
一
度
に
水
を
切
る
事
の
な

い
よ
う
、
ぜ
ひ
出
ホ
後
二
十
五
日
は

水
分
が
あ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
い

と
切
角
の
米
が
ホ
ソ
ク
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
湿
田
は
、
い
く

ぶ
ん
早
目
に
落
し
て
、
刈
取
り
ま
で

に
充
分
田
を
か
わ
か
し
て
お
き
ま
し

よ
う
。

　
ウ
ン
カ
は
、
日
陰
の
風
通
し
の
悪

い
葉
の
色
の
こ
い
所
に
は
必
す
出
る

で
し
ょ
う
か
ら
早
く
見
つ
け
て
薬
を

ま
き
ま
し
ょ
う
。
　
（
ア
ゼ
廻
り
に
は

至
い
か
扇
の
史
入
．
て
見
て

一
下
さ
い
．
）

　
咋
年
は
、
と
か
く
刈
取
が
お
く
れ

て
、
折
角
の
米
を
大
な
し
に
し
た
例

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
特
に
日
本

海
、
五
百
万
石
越
路
早
生
な
ど
、
刈

　

一
お
く
れ
水
で
品
質
が
落
ち
て
し
ま
い

壽
羅
雛
鯉
噛

一
三
日
早
め
に
刈
取
る
よ
う
に
し
て
下

｝
さ
い
・

　
　
ま
た
、
倒
伏
し
た
稲
は
仕
方
な
い

か
ら
芽
を
出
さ
な
い
う
ち
に
早
く
刈

豚
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
・

”
火
力
乾
燥
の
注
意
点
“

　
火
を
使
っ
て
籾
を
乾
か
す
原
理
は
・
の
補
給
の
な
い
限
り
、
温
度
を
C
一

ハ
コ
に
送
り
込
む
空
気
の
温
度
を
上
度
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
湿

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
気
の
湿
度
度
が
四
％
下
が
る
。
湯
度
C
十
五
度

を
下
げ
、
つ
ま
り
空
気
を
乾
し
て
送
麗
度
七
。
％
の
空
餐
温
度
c
二
。

り
こ
む
こ
と
で
あ
る
。
空
気
は
湿
気
脚
度
に
す
れ
ぱ
湿
度
は
五
〇
％
に
低
下

す
る
。
湿
度
七
〇
％
の
空
気
を
送
り
一
気
で
は
そ
の
危
険
が
多
い
。

こ
ん
で
乾
燥
の
進
ま
な
い
籾
も
、
湿
三
、
籾
の
厚
積
は
キ
ン
モ
ツ
だ

度
五
〇
％
の
空
気
を
送
風
す
れ
ぱ
、
　
積
込
み
高
さ
が
高
い
ほ
ど
む
ら
が
多

乾
燥
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
火
を
使
謄
く
高
さ
の
限
度
は
三
〇
移
と
し
十
分

う
に
は
・
次
の
よ
悪
慧
が
塾
な
雛
碧
え
て
や
る
こ
と
だ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
、
過
乾
燥
は
や
め
た
い

一
、
温
獲
げ
し
く
上
げ
な
い
平
蓮
過
薯
立
・
て
き
た

送
風
温
度
を
上
げ
す
ぎ
る
と
胴
割
れ
コ
ニ
三
年
度
で
二
％
、
三
四
年
度
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
多
く
し
、
死
に
米
や
ヤ
ケ
米
を
多
一
三
三
％
、
三
．
五
年
度
で
は
三
九
％
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雍
＼

く
す
る
。
籾
温
を
C
三
〇
度
以
内
に
・
乾
刻
が
入
れ
ら
れ
る
今
年
は
大
き
な

保
つ
位
の
注
蓼
す
る
と
案
』
魁
と
な
っ
て
い
る
・

二
・
湿
箋
し
く
下
げ
な
い
鋤
の
水
分
は
一
四
％
以
羅
か

湿
度
の
少
奏
婁
溢
す
莚
す
必
盗
な
い
・

鰐
霧
講
幾
暴
慰
損
失
で
あ
り
、
米
質

生
じ
や
す
い
優
四
。
籔
下
の
空
一

養　豚

肥
育
期
の
カ
ナ
メ
そ
の
一

あ
ら
た
め
た
い
肥
育
の
考
え
方

　
生
後
六
ヵ
月
、
乳
離
れ
し
て
四
ヵ

月
経
過
す
る
と
体
重
六
〇
ー
七
〇
♂

（
一
六
－
一
七
、
八
貫
）
と
な
り
、

出
荷
予
定
を
定
め
、
こ
れ
ま
で
の
期

間
よ
り
特
別
の
飼
い
方
を
す
る
。

　
一
、
肥
育
の
意
味

　
肥
育
と
は
、
肉
豚
を
出
荷
す
る
前

に
特
別
の
期
問
を
定
め
、
特
定
の
飼

方
で
、
不
足
分
の
赤
肉
と
十
分
な
白

肉
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
二
、
肥
育
の
期
間

　
肥
育
の
期
間
は
普
通
二
ヵ
月
が
限

度
で
、
理
由
は
次
の
と
お
り
。

　
肥
育
を
一
ヵ
月
と
し
た
場
合
、
エ

サ
三
、
八
キ
ロ
（
一
貫
）
に
対
す
る
増

体
重
は
九
三
八
竺
（
二
五
〇
匁
）
と

な
り
、
二
ヵ
月
肥
育
と
し
た
場
合
、

同
鑓
の
エ
サ
で
増
体
重
七
五
九
解

　（二一

〇
匁
）
、
三
ヵ
月
と
し
た
場

合
六
七
、
五
咳
（
一
八
○
匁
）
と
な
る

つ
ま
り
肥
育
期
間
を
長
く
す
る
と
、

エ
サ
の
同
量
に
対
し
て
赤
肉
、
白
肉

の
付
き
方
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
る

叉
、
反
対
に
肉
の
付
き
方
を
同
じ
に

す
れ
ぱ
、
エ
サ
は
多
く
必
要
と
な
り

．
飼
料
経
済
の
面
か
ら
非
常
に
不
利
と

な
る
。

　
　
三
、
肥
育
の
環
境

　
肥
育
の
環
境
は
ウ
シ
と
違
い
、
ブ

タ
は
非
常
に
脂
肪
が
つ
き
や
す
い
。

鵜
㎜
鱗
“
⇔
癖
　
　
購
鐵

れ
る
よ
う
、
部
屋
を
暖
か
く
、
夏
の

の
増
進
を
は
か
っ
て
や
る
。

イ
チ
、
、
コ

の
嫁
入
り
（
定
植
）

　
　
ー
そ
の
秘
密
は
ー

　
イ
チ
ゴ
の
定
植
が
や
っ
て
来
た
。

こ
の
地
区
の
時
期
は
、
九
月
中
ー
下

旬
と
し
た
い
も
の
だ
。

三
尺
×
八
寸
二
条
植
で
九
〇
〇
〇
本

二
尺
×
八
寸
一
条
植
で
七
〇
五
〇
本

ω
こ
れ
だ
け
は
忘
れ
る
な

　
イ
チ
ゴ
を
南
側
に
揃
っ
て
出
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
花
梗
の

出
か
た
が
マ
チ
マ
チ
で
あ
る
と
他
の

株
の
カ
ゲ
に
な
っ
た
り
、
後
向
に
出

て
日
が
当
た
ら
な
か
っ
た
り
し
て
熟

期
が
遅
れ
る
。
南
側
に
花
梗
を
出
す

方
法
に

ニ
ツ
あ
る
か
ら
注
意
さ
れ
た

い
※
苗
の
根
際
は
必
す
ワ
ン
曲
し

て
い
る
。
こ
の
ワ
ン
曲
し
て
突
出
し

て
い
る
側
か
ら
花
硬
が
出
る
、
こ
の

突
出
し
て
い
る
方
を
南
に
植
え
た
い

ね※
イ
チ
ゴ
は
親
株
の
反
対
側
（
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
っ
て
発
展
し
た
方
向
に
花

梗
が
出
る
も
の
）
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら

生
す
る
苗
の
親
に
近
い
方
が
北
と
な

る
よ
う
に
植
え
た
い
も
の
。
そ
し
て

春
陽
は
心
芽
に
直
射
す
る
こ
と
＼
な

り
発
育
も
良
好
、
ま
た
結
果
期
に
入

っ
て
は
果
柄
も
自
然
と
南
方
に
伸
び

る
こ
と
に
な
る
。
肥
の
反
当
標
準
は

稲
の
二
倍
と
考
え
て
よ
い
。
こ
＼
数

年
イ
チ
ゴ
の
伸
び
は
ま
っ
た
く
す
ぱ

ら
し
い
。
新
鮮
で
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多

い
イ
チ
ゴ
は
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
、

市
場
で
も
人
気
も
の
＼
筆
頭
に
あ
げ

ら
れ
る
。

水
沢
地
域
は
イ
チ
ゴ
基
幹
団
地
県
指

定
を
う
け
、
組
織
の
確
立
共
選
共
販

体
勢
に
つ
い
て
メ
ス
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
地
区
で
品
種
統
一
で
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
生
果
加
工
と
も
に
向
く
、

ダ
ナ
ー
を
拡
大
生
産
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　
　
A
7
月
の
天
気

　
い
よ
く
、
お
天
気
が
一
番
気
に

な
る
稲
刈
り
の
月
で
す
が
、
春
の
長

期
予
報
で
、
九
月
は
一
般
に
秋
雨
も

よ
う
だ
と
い
わ
れ
た
の
は
見
事
訂
正

さ
れ
て
、
う
れ
し
い
事
で
す
。

　
今
月
の
前
半
分
は
、
八
月
の
引
つ

づ
き
で
、
残
暑
の
き
び
し
い
日
が
比

較
的
多
い
見
込
の
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
後
半
は
残
念
な
が
ら
、

春
の
予
報
ど
お
り
秋
り
ん
も
よ
う
で

曇
雨
天
が
多
く
な
り
そ
う
で
、
稲
の

乾
燥
に
は
充
分
注
意
が
必
要
で
し
ょ

う
。

　
又
、
台
風
も
二
つ
く
ら
い
来
そ
う

で
す
か
ら
、
倒
伏
稲
は
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　
　
図
書
紹
介

　
農
村
文
化
教
会
の
新
し
い
図
書
が

入
り
ま
し
た
。
農
業
改
良
普
及
所
に

お
い
で
に
な
る
な
り
、
又
は
ハ
ガ
キ

で
御
申
込
み
頂
け
ぱ
普
及
員
が
直
ち

に
後
届
け
致
し
ま
す
。

◎
ケ
ー
ジ
養
鶏
　
　
　
　
二
〇
〇
円

◎
養
豚
相
談
室
　
　
　
　
二
〇
〇
円

◎
野
菜
の
農
薬
知
識
　
　
二
〇
〇
円

◎
農
業
経
営
の
進
路
（
四
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
円

◎
も
う
か
る
和
牛
の
肥
育
二
〇
〇
円

◎
何
が
農
業
基
本
問
題
か
二
〇
〇
円

◎
和
牛
の
肥
育
　
　
　
　
一
〇
〇
円

　
　
一
行
メ
モ

▽
稲
刈
は
穂
の
八
割
が
み
の
っ
た
ら

▽
ウ
ン
カ
は
B
H
C
、
ツ
マ
グ
ロ
は

　
マ
一
フ
ソ
ン

▽
臼
菜
、
大
根
の
害
虫
は
、
ガ
ス
効

　
果
、
忌
避
効
果
の
高
い
ド
リ
ン
剤

▽
ナ
タ
ネ
の
直
播
は
九
月
中
旬
。

▽
牛
の
種
付
は
発
育
が
よ
け
れ
ば
生

　
後
十
八
ヵ
月
頃
か
ら
が
よ
い
。

▽
八
月
頃
よ
り
羽
ガ
ワ
リ
す
る
ト
リ

　
は
卵
を
よ
く
生
ま
な
い
。


